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セ ミナーのテーマ

“よい動きとは "

従来、運動やスポーツにわける動作の良否はパフオーマンス、或は効率の面か ら間接的に評価されることが多 く、

動作そのものが具体的に評価されることは少なかった。

パフオーマンスを評価の対象とすると身体資源 と動作の良否との貢献度を区別することができたい。同様に、効

率のみか ら動作の良否を推測することは実用的で もない し、また、そ こか ら動作改善に利用できる具体的情報を得る
ことはできない。原料 と生産高の関係が効率であるが問題は効率を左右 してい るところの生産過程であり、生産過程
の内容を明らかにすることに よってのみ生産過程の改良や、改善が可能 となる。同様に、運動やスポーッにゎぃて も
効率その ものより効率に影響を与えている動作その ものを検討の対象 とすることが重要であり、 この努力によっての
み動作の改善や動作の指導の手がか りがえられるものと思われる。
スポーツ技術指導にわける中心課題は動作の改良であり、体育授業の主目標 もまた、 とい運動動作の習得である。
コーチは選手の一挙一動について指示を与える。体育の教師 もまた生徒の運動動作を体育の成績 として評価する。 し
かるに “よい動 きとは何か

゛
の具体的基準はなく、 コーチ、或は教師各個人の経験的知見が基準 となつているに過ぎ

ない。31cln●●●.●●ユos研 究の大 きな柱は ヒ トの動きの研究である、 したがって “よい動き
゛
の基準を明らかにすること

はBiCn eo“nlos研 究の使命でもある。

5 月 12 日  (土 )

午 前 の 部

9:00 - 9:15       受  付

9:15～ 9:45    特別講義  ″ヒ トの運動 の特徴 ″  吉福康郎氏 中部大

9:45～ 11:00    セ ミナー  ″投運動にわける よい動 き″

11:00～ 11:45    -般 研究発表

午 後 の 部

12:25 -13:20        総  会

13:20 -14:35        -般 研究発表

14:35～ 16:55    セ ミナー  ″打 。キ ツク運動にかけるとい動 き ″

17:30 -19:00        懇 親 会

20:00～ 21:30    レク リエー・/ヨ ン (テ ニス :県 立大学 コー ト)

5 月 13 日  (日 )

午 前 の 部

9: 00 -10:45        -般 研究発表

10:45～ 11:45    セ ミナー  ″泳運動にわけるよい動 き
″

午 後 の 部

12:35～ 14:20    セ ミナー  ″跳運動にわけ るよ
い動 き ″

14:25～ 15:20    特月1講演  ″運動の評価
″  土屋和大氏 中部労災義肢セン′―

15:24～ 16:50    セ ミナー  ″走運動にわけ るよ
い動 き ″

●
．



5 月  12 日

部     門

特 別講義

セ ミナー

時  間

9: 15

9:48

10: 00

10:12

10: 24

10:36

11 : 00

11 : 10

11 : 20

11 : 30

時  間

13: 20

13: 30

13: 40

13:50

14: 00

14: 10

14:20

14:36

14:48

15:00

15:12

15:24

15: 36

15: 48

16:oo

16:12

16: 24

一般 研 究

演         題

ヒ トの運動の特御

投動作にみ られ る速度増大の要因

ソフ トボール クイン ドミル投法にわけるボ

ール速度の決定要因

投動作にかける身体各部 の関与度 ― 陸上

での投げ と水球の投げの比較にかいて一

女子の投運動か らよい投動作の基準をさ ぐ

る

討  論
球技 におけ る素早い走方向の修正

卓球のフ ッ トワークに関す る研究

パスの′イミングに関す る研究

討  論

演        題

動的筋 力発揮に与える動作前筋放電休止期

の影響

短距離ス ′― 卜におけ る反応時間の筋電図

学的評価

討  論
発育期青少年 の疾走中の地面反力 と脚筋 力

投能 力を評価するための等速性筋 出力測定
口~イ ング運動にわけ るエネルギー出力か
らみたボー ト選手の能力.f価

討   論
野球の打撃動作にわけるス トライ ドについ

て

ゴルフス ウィング (ド ライパーショッ ト)
の筋 電図か らみた動作特性

打具 のたわみか らみたス ゥィング動作の
KinooatiOs

テニスのサー ブ、ス トロークにぉけるグ リ
ッノ圧変化 と前腕筋放電時相

一流パ レーボール選手のスパ ィク動作

一 打撃動作に着 日して 一
ボ~ル速度 を生む動作
四格闘技一流選手の突 きの動作について
空手道 “正拳突 さ"、  “手刀打"の筋電図
お よιドKinolmtiOs

サ ツカーのキ ック動作にわけるけ夕足に
ついての一考察

討  論

ペー ン  演  者   所 属

吉福康郎  中部大
1  斎藤好史   日体大

3  淵本隆文   大体大

5  天野勝弘   日体大

7  豊 島進太郎 愛県大

55  大築立志  奈良女大
57  清野幸也  和洋女大
59  久米秀作   大谷女大

部  門
一般研究

セ ミナー

所 属

愛知県 ヨロニー

京都大

東大 教養
東大 教養

東大 教養

東学大

大阪教大

東大 教育

横浜国大

筑波大

新潟大

中部大

東大 教育

筑波大

ペ ー ジ

61

63

65

67

69

青木  久

川初清典

松尾彰文

平野裕―

山本恵三

宮崎義憲

徳山 広

大道  等

小幡勝彦

橋原孝博

永田 晟

吉福康郎

船渡和男

浅井  武

15

17

19

21

23

25



5 月 13 日

部  門   時 間      演        題      ベージ  演  者  所 属
一般研究   9:00   ハン ドスプリングの習得、習熱過程の分析

的研究                  71   宮田 淳  兵庫教大
9:10   反応時間の運動パターン依存性の検討 一

前腕回外 。屈曲反応動作 トレーニングの影

響 ―-                  73   笠井達哉  国士館大
9:20   スプリン トトレーニングが神経、筋組織の

組織化学的特性にわ よltす 影響について   75   石原昭彦  筑波大
9:30      討    論

9:45   跳 び降 夕高の変化が緩衝動作にわ よはす影
響                    77  趙  孝久  筑波大

9:55   走運動にかける着地時衝撃のMOde■ng    79   飯本雄ニ  アシックス
10:05   下腿三頭筋のス トレッチングと疲労特性   81   室 増男  東薬大
10:15   三種数学モデルによる身体分節重心係数

の比較                  83   梅村信大  愛知教大
10:25      言寸    論

セ ミナー   10:48   人体模型に よる水泳時の揚力と抗力     27   富樫泰一  筑波大
11:00   水中エレク トロゴニォメー′―によるクロ

ール泳のブル動作の解明          29   合屋十四秋 愛知教大
11:12   水泳運動にわけるけのびのモデル解析    31   土居陽治郎 筑波大
ニユ:24   討  論

部  門   時 間       演         題      ペー ジ  演  者  所 属
セ ミナー   12:36   走幅跳の距離獲得条件 ―― その定性的モデ

ル と小学生にわけるいml ti“  FacteS―-  33   植屋清見  山梨大
12:48   各種跳運動のパイオメカニクス的解析    35   北本 拓  国学院大
13:00   立幅跳びにおける “よい動き"を測定する

ためのお
“"torの

検討          37   湯浅景元  中京大
13:12   走高跳にわける効果的な踏切を引出すため

の踏切準備動作              39   阿江通良  筑波大
13:24   走幅跳にかける効果的動作の評価法     4■    深代千之  東大 教育
13:36   助走距離の変化が走幅跳の踏切動作にお よ

ぼす影響                 43   村木征人  筑波 大
13:48      討    論

特別講演   14:26   運動の評価 土屋和大  中部労災
セ ミナー   15:24   地面反力か らみた青少年 の走能力特性    45   福永哲夫  東大 教養

15:36   ランニングスピー ド増大 17●伴 って変化する
下肢の動 きと園 活動           47   鈴木秀次  杏 林大

15:48   短距離、ハー ドルお よび跳躍選手にわける
リパ ウン ドジヤンプの滞空時間/接地時間
の検討 49   三好基治  東海大

16:00   疾走中の身体重心のllt,跡か らみた幼児の走
動作の発達

"   
横井孝志  筑波大

16:12   走運動にかけるよい Fll作 とは        53   天野義裕  愛知教大
16:24      討    論
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